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MMX (2024-2029) により国際火星探査を先行

国際火星探査の主流はMSR：日本はMMXを最大限に活用

2020 2031

NASA/ESA

©NASA
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Mars Ice Mapper（MIM）計画の概要

ミッションの目的：

• 合成開口レーダ（SAR）を搭載した火星周回機により、火星の表面下の水氷
分布把握（マッピング）を目指す
※将来の有人火星探査への貢献として、資源としての水氷分布把握を第一の目的に設定。加えて、科学の
目的として、氷の起源と分布、火星表面の環境変化に関する証拠の把握等が設定されている）

現状

• 本年2月、NASA/CSA/ASI/JAXAの4機関により意向表明書 (SOI)※を発
出。ミッションの可能性評価のためのスタディ及び参加オプションの検討のための
MIMミッションコンセプトチームを立上げ。※非拘束の意思表明

• SOIでは、初期のパートナリングシナリオとして、各機関の関心に言及：

➢ NASA：全体アーキテクチャ/ミッションリード（商業パートナ との連携による輸送機提供、
火星圏高緯度通信システムを 含む）、サブペイロード

➢ CSA：主ペイロード

➢ ASI：通信サブシステム（ペイロードも可能性あり）

➢ JAXA :他の機関又は商業パートナとのパートナリング機会の特定を含む、衛星バス計画お
よびサブペイロードの検討リード（サブサイエンスペイロードのアコモデーション計画を含む）。

• 現在、４機関以外にも国際的に参加を呼び掛けており、複数の機関から参加
に関心ある旨の回答が得られている状況。

レーダー観測による地下の水・氷分布の把握を目的とした周回探査

国際探査を端緒に科学コミュニティからの支持の獲得を目指す
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月探査ー火星探査の技術的な連関

月探査を通じて技術を開発・実証し、火星探査に適用

• 表面移動・自律航法誘導・障害物回避
• 傾斜地へのアクセス・走破および掘削・サンプリング
• 水環境観測
• 越夜・越冬
• 重力天体着陸
• 重力天体用の構造・機構 など
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まとめ：月、そして火星へ

• 日本の月・火星探査プログラムでは、人類未踏の火星地下圏を狙い、太陽系天体にお
ける「水の起源・輸送・分布・貯蔵・化学進化」を明らかにする

• MMXでは、「太陽系初期における水輸送」というJAXA小天体探査プログラムでの役割

を果たしつつ、将来の日本の火星探査の端緒となる

• Mars Ice Mapperでは、「水の貯蔵・分布」という、惑星科学における最重要テーマだ

けでなく、人類活動領域の拡大を目的とした有人探査活動に資する情報を提供する

• ゴールである本格的火星着陸探査では、火星地下圏の直接探査により、生命が発生
する環境を把握する上で必要な「水の化学進化」を科学目標とする

• 火星地下圏の探査においては、月の水資源探査で獲得されるであろう、傾斜地へのア
クセス技術・走破技術や掘削・サンプリング技術の発展的利用が必須となる

日本の月・火星探査の取り組みとして、米国のアルテミス計画と連携し、
３次元天体表面探査技術を開発・応用・展開する

「日本のアルテミス計画参加に向けた理学的・工学的検討」より一部、抜粋・改変
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